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序

能越自動車道は富山県西部及び石川県能登地域の高速交通体系の確立・地域

の活性化をめざし、小矢部ジャンクションから高岡市を通過し石川県輪島市に

至る路線として計画されました。

当調査事務所ではこの能越自動車道建設に伴い平成 4年度から発掘調査・遺

物整理の事業を実施いたしております。発掘調査事業は、今年度までに五社遺

跡 。開帯大滝遺跡 。石名田木舟遺跡 。地崎遺跡・簑島遺跡 。江尻遺跡・下老子

笹川遺跡 。近世北陸道遺跡の調査が終了しました。

本書は、高岡市国吉地内に所在するNE」 -10。 NEJ二 ■埋蔵文化財包
蔵地における遺跡範囲や遺存状況などを把握するために実施した発掘調査の結

果を報告したものです。調査の結果、古代 。中世の手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田

島遺跡の一部が確認されました。この調査の成果が、今後の遺跡の理解や研究

の一助になれば幸いです。

最後に、今回の調査に当たり、格別のご協力とご配慮を頂いた関係各位に深

く感謝の意を表するしだいです。

平成 11年 3月

財団法人富山県文化振興財団

埋蔵文化財調査事務所

所 長  桃 野 真 晃



例  言
1 本書は、平成10年度に高岡市国吉地内の能越自動車道建設予定地で実施した埋蔵文化財包蔵地の
試掘確認調査の報告である。

2 調査は、富山県教育委員会の決定に基づき、財団法人富山県文化振興財団が建設省北陸地方建設
局からの委託を受けて実施した。
3 調査は、財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所調査第二課が実施した。調査員は次
のとおりである。

調査第二課長狩野 睦、同主任岡本淳一郎・島田美佐子、同文化財保護主事越前慎子・
山元祐人 。中村亮仁 。深堀 茜・柴口真澄・中野由紀子・町田賢―・上田尚美・新宅輝久
・平井晶子・金三津英則

5 発掘調査・資料整理 。本書の作成には、下記の方々から様々な援助をいただいた。記して深甚な
る謝意を表したい。 (敬称略・五十音順 )

安念幹倫・境洋子・斎藤隆 。高岡市・高橋真実 。橋本正春・山口辰一

6 本書の編集は岡本が担当し、執筆は調査第二課員の協力を得て岡本 。深堀・中野・平井、松田隆二
(株式会社古環境研究所)が行い、執筆分担を各文末に記した。
7 NE」 ―■のプラント・オパール分析は株式会社古環境研究所に依頼し、成果を得た。
8 出土遺物及び記録資料は、当埋蔵文化財調査事務所が一括して保管している。
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I 位置と環境
1 位置と地形 (図版 1・ 2)

NEJ-10'NE」 ―■は能越自動車道路線内の高岡市国

吉地内に確認された埋蔵文化財包蔵地である。高岡市は県西

部に位置し、市域の西端は西山丘陵がありその東に小矢部川

と庄川が北流 し富山湾に注いでいる。国吉地区はこの西山丘

陵と小矢部川に挟まれた部分にあたる。調査対象地は、その

ほとんどが小矢部川低地と呼ばれる氾濫平野で一部旧河道と

西山丘陵からのびる台地がある。小矢部川は砺波平野・射水

平野などの穀倉地帯を流れるため物資輸送の動脈としての役

割をはたしていた。しかし一方、国吉地区は小矢部川の度重

なる洪水で損害も受けた。このことが昭和 26年撮影の航空写真

跡の痕跡と思われる地割りが見られることでも容易に理解でき

ほ場整備によりこの地割りは見られなくなった。

第1図 調査地の位置

(図版 2)で旧河道以外に幾筋の川

る。現在は昭和 40年代に施工 された
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第2図 調査対象地と周辺の遺跡 (〔県埋文センター1993〕 をトレース改変)
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2 周辺の遺跡 (第 2図・第 1表 )

調査対象地周辺の小矢部川左岸は第 1図のとおり多くの遺跡が密集する地域である。時代は縄文時

代から中世にいたる [大野編 1985・ 山口1988]。 地形的には丘陵と台地上に多く位置し、調査対象地

の大半を占める低地では希薄な分布である。次に時代ごとに周辺の遺跡を見ておく。

弥生時代 間尽遺跡 (43,旧頭川遺跡)は NE」 ―■西側の丘陵裾の台地上に位置し、東日本系の

天王山式土器を多量に出土した [上野 1974]特異な遺跡として著名である。

古墳時代 丘陵上に古墳・横穴墓が数多く存在する。古墳は調査地の近隣でも倉谷古墳群 (37)・ 立

山古墳群 (30)。 四十九古墳群 (39)。 安居山古墳群 (42)等が立地する。横穴墓では頭川城ケ平横

穴墓群 (44)。 江道横穴墓群 (20)があり両横京墓群とも発掘調査が行われた [高瀬 1957,酒井他

1983・ 1984]。 集落は麻生谷新生園遺跡 (4)で竪穴住居が発掘された [山口他 1997]。

古代 遺跡は台地上を中心に分布する。麻生谷新生園遺跡 (4)では石敷きの道路が検出され古代北

陸道の一部と推定されている [山口他 1998]。 集落は麻生谷遺跡 (5)。 柴野遺跡 (15)で発掘され

ている。麻生谷遺跡は、古代北陸道「川人駅」に関係するとされる [山口他 1997]。 遺跡以外でも、

東大寺領荘園図にみられる「須加村墾田地」の比定地がNEJ― ■に合まれる。

中世 丘陵上 。台地上に山城・寺院が立地する。調査地の隣接には安居山城跡 (42)・ 笹人口砦跡

(13)、 釈迦堂遺跡 (14、 寺院)が ある。調査地隣接の集落は手洗野に現在もある信光寺 (県内最古の

曹洞宗寺院)が 1323年創建され [京谷編 1966]、 岩坪でも中世には岩坪保が成立したとされる。

近世 遺跡としての分布はない。しかし、北陸街道の脇往還として「氷見往来」が通り、佐加野には

「佐加野駅」が置かれ重要な交通の要衝であった。

以上のように、当地域は永きに亘って、有力な経済基盤が存在し、交通の要衝地として位置づけら

れてきたといえる。しかし「須加村墾田地」を初めとして古代以前の低地部の利用状況は不明で、そ

の解明は今後の課題である。

第 1表 調査対象と周辺の遺跡一覧表 (番号は第2図に対応 )
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番 号 名  林 県地凶杏号 棗ヨ ガU 日寺 代 番 号 地凶番号 不重 冴J 時  代
1 NEJ-10 202232 布 地 道ケ谷内Ⅲ古墳群 202063 古墳 古墳

NE」 -11 202233 散 布 地 ケ オ冒 古士

3 石堤柏堂古損 202035 古 墳 古墳 ケ 主賢 古

4 原 生 谷 新 生 回 遺 跡 202036 集 落 ケ 202066 散布地 中世

5 麻生谷遺跡 集 落 古 墳 ～ 中 世 倉 202067 古 損 古 婚

6 厭 生 谷 殿 谷 内 城 跡 山城 中世 滝ケ谷内Ⅱ遺跡 202068 散布地 奈良・平安 ?

7 麻生谷殿谷内古墳群 202039 古 墳 古 娼 四 い壊 古 墳

8 柴野城ケ平城跡 202040 山城 中 世 I 202070
柴 野 口 割 1古 墳 群 202041 古

'

墳 ケ 跡 202071 散布地 縄文,奈良～中世
柴野口割 I古墳群 古 ナ 墳

山城跡

202072 古墳 山 城 百墳 ・ 甲 世
柴 野 口 割 Ⅲ古 増 群 202043 古 墳 古墳

柴 野 口 割 即 古 墳 群 古 墳 古 増 202073 婁 落 弥生,古墳～中世

笹人口砦跡 202199 山城 中世 ケ 202174 積ク( 古 墳

釈 潮H暫漕 跡 202200 中世 板屋谷内 C古壊群 202275 古墳 古壊

柴野遺跡 歌 布 地 ～ 中 世 B 202076 古 増 古 ナ

16 1 の宮城跡 202046 山城 中世 板 屋 谷 肉 A古 202077 古墳 古 墳

柴 野 守 善 寺 遺 跡 寺 院 202078 横 穴 古墳

柴野春 日古填群 古墳 里 202079 改 布 地 縄文 奈良～中世

境 久 寺 遺 跡 散布地 中世 五十里道神社古墳群 202080 古墳・墓 古 娼 ・中 廿 ?

江道横穴墓群 202050 横 穴 古 増 五十里古墳群・五十

里遺跡

古墳・山城 古墳・中世
円通庵遺跡 202051 寺 院 中世

笹 人 口 古 墳 群 遺 跡 古 ナ 古墳 五十里道重遺跡   1202082 散布地 奈 良 平安

笹人口遺跡 散 布 地 古 ナ買～ 中世 多買日]廉葎互)刀く譴三,小     1 202083 集 落
人 口 潰 跡 202054 散布地 奈良～中世 百橋宮田遺跡   1202084 散布地 縄文 (後・晩 )
月野 谷 石 飛 遺 朋 202055 散 布 地 百々印ス動公肉 Jf指4F I ク∩クnR氏 古墳 古墳

釈迦堂古墳群 202056 古墳 動真,W Eξ ttF譴亀膨小      1 202031 散 布 地 毛文 (中 )

男 撲 古 婚 群 202057 古墳 古墳 頭)IIオ スキノ原遺跡 1202030 散布地 縄文 (中 )
月野谷千草遺跡 202058 散 布 地 弥 生 神代テラヤシキ遺跡 1205184 寺 院 中 世

月野谷大谷内遺跡 202059 散布地 古 墳 ? 佐加野 ラン トウ遺跡 1202207 散布地 中世

立 山 古 墳 群 202060 古 娼 古損 石ユ,W譴魯膨小          1 202154 散布地 弥生～平安
宮田遺跡 202061 散布地 弥生 す奈良～中也 浪岡遺跡         1 202153 散 布 地

321高 辻 遺 跡 202062 散 布 llb



Ⅱ 調査の経緯

1 調査の契機と既往の調査 (第 3図・第 2表 )

能越自動車道は、富山県西部・能登地域と二大都市圏の高速交通体系の確立及び地域の活性化のた

め高規格幹線道路網計画の一環として、北陸自動車道・東海北陸自動車と小矢部ジャンクションで接

続する路線として計画された。平成 2年 4月 、この工事構想・計画が建設省から県教育委員会に照会

された。これを受け、関係の建設省富山工事事務所 。県荻育委員会 。小矢部市教育委員会で協議が行

われ、小矢部市域の分布調査を行うことが決定された。また、平成 4年度からは当調査事務所が建設

省から委託を受け発掘調査を実施している。これ以降、能越道関係の調査は、第 2表のとおり分布調

査が県教育委員会、試掘調査が地元市教育委員会及び当財団、本発掘調査は当財団が主体となり平成

2年度から継続して実施されている。

2 調査に至るまで

平成 9年 3月 4日 、県埋蔵文化財センターにより高岡 IC～高岡北 IC間の分布調査が実施された。

その結果(3箇所の埋蔵文化財包蔵地が新たに確認され、それぞれNE」 -10。 NEJ― ■ ,NE

J-12と 設定された。

平成10年 10月 13日 、建設省・高岡市から用地買収が完了したNE」 -10。 NEJ― ■について試
掘確認調査実施の要望が上げられた。同10月 26日 、関係の建設省富山工事事務所 。県道路課・県荻

育委員会文化課・県埋蔵文化財センター・高岡市能越道対策課 。当調査事務所で調査実施に関し協議

を行い、今回の調査に至った。

第

調 査 対 災 地 調 査 lal積 (m
半 成 2 打` 失 い 巾顕 (不

線 ・ ア ク セ ス 道 )

分 布 県教委 4/17´-4/18 NE」 ―-01-04, NEJ― A―-01 ・ 02
歩譜 ヤ

試掘確認 い久 』
`市
教 套 5600 し

NEJ― -02 237(夕す多R 8000 11/1´-11/5 飩一れ4(アイラ碇16800
NEJ-04 2.977(文す場見67000 11/6´-12/5

1_462()付参記25_20C 定

NE」 ―A-02 1.049 (文 す場R19.800; 11/30″-12/21 地 山
半 成 3 倍 岡 WJ以 (不線 ・

ア ク セ ス 道 )

分 布 県教委 NE」 -05-07,NEJ― A-03・ 04
痺譜 ヤ

半 成 4 wIA掘確認 誌 団 /16～ 7/ 日日弓 こ接続 、石 名 田木 舟遺 跡 と設定
NEJ― A-04 900(■十修専19400 6/15々-6/16 遺跡 な し

6/19々 -7/7 遠 跡 を設 定
NEJ-06 2,900(メす場罠72.500) 6/17々 -6/29 江尻 遺 跡 ・

480C 16々-17
寺貴 TvJF 本 発 掘 38,100 7/20-12/28 中 世 と古 代 の

筒 凹 中 世

'II地
内

(本線 )
分 布 県教委 76,800 3/22 NEJ-08を 設定

汁 成 5 漬 跡 本 発 掘 議団 9 4/19～ μ の 集 落 の 調 査
キ貴跡 5/11´ -12/15 近 世 の う

25163
=υ
9

石 名 田 木 舟 1449■ 5/11´ -12/15 と中世の
筒 凹 中 止 張 rtl肉

イまか (オくを泉)
分 布 呆教委 67,200 と世】ヒ陸通

半 威 6 出 木 丹 漬 跡 本 発 掘 諮 団 40.781 の 査
7Tネ 潰 跡 占代 と 中世 の 右
N ^ヤ 7/4 ‖遺跡 を設定

半 威 7 ζ FFl太 舟漕跡 本発掘 打 団 5/17´ -7/25 近 世 の 集 落 を調

の

10f102 5/19´ -12/18 生 ・ 中 近 世 と近 代 の

I損跡 の

平 成 8 ‖漕■JF 本 発 掘 34700 生 ・ 中 近 世 の う
HS― 高 岡 市 教 委 8628 7 7/15´― な し

半 成 9 下 矛 子 符 ∫If清 跡 本 発 掘 52_7110 5/13´-12/19 てと弥生か ら近世の
尚 脚 中 原 歴 駅 ～

石十里 lllJ tt r太 練
劣 布 県教委 30,000 NE」 -10・ ■ ・ 12を 設定

平成 10 下 考 子 笹 川 潰 跡 財 団 33.872 ～ 11/30 の 集 落 の 調 査
】「脱と漕 HIA 夕 000 近 世 北 陸 道 を確 認
】ヒ臣騒封霊 の

2表 既往の調査一覧
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Ⅲ 調査の概要
1 調査の方法

調査は幅約1.8m。 長さ約5～ 50mの試掘溝 (以下 トレンチ・Tとする)を NEJ-10で 56箇所、
NE」 ―■で62箇所設定した。それを重機 (バ ックホウ)及び人力により表土から地山面または遺

構面と推定される面まで掘り下げ、遺構および遺物の遺存状況を確認した。また部分的に下層の状況

の確認のため深掘りを行った。各 トレンチ掘削作業終了後、 トレンチの平面概略図 (1:100)と 断

面図 (垂直 1:20、 水平 1:100)の 図化作業及び写真撮影作業 を実施した。

東大寺領荘園「須加村墾田地」比定箇所が含まれるNEJ― ■では水田立地が想定されることか
ら、プラントオパール分析を28地点で実施した。分析の詳細な結果は「Ⅳ」に記述してある。

2 調査の経過
調査期間は、NE」 -10が平成 10年 ■月24日 から同年 12月 8日 、NEJ― ■が平成10年■月 9
日から同年 12月 12日である。

調査の主な経過は次の通りである。■月4日 、全 トレンチ設定。11月 6日 、全 トレンチ現況高検

査。■月9日 、NE」 ―■調査開始。■月24日 、NEJ-10調査開始。12月 8日 、NEJ-10調査
終了。12月 10日 、NE」 ―■プラントオパール分析資料採取。12月 12日 、NEJ― ■調査終了。12

月15日 、完了検査実施。

3 NEJ-10の 調査
(岡本)

(1)調査対象地

調査対象地は高岡市国吉 (手洗野)地内に位置し、延長約 760m・ 幅約60m、 面積約45,600∬ である。

西側約 300mに西山丘陵、東側約800mに小矢部川が存在する。現況は水田・畑地・宅地である。

現在の標高は南で約 8m、 北で約 7mと なっており、北に向かって低くなっていくことがわかる。ま

た40ト レンチ周辺は微高地になっている。

試掘 トレンチは南側より1ト レンチとし、計 56ト レンチを設定した。 (中野 )

(2)基本層序  (第 4図・第 3表 )

Ia層は現代の耕作上である。ほぼ全域に広がり、厚さは 5～ 50cmである。

Ib層は現代の水田床土である。ほぼ全域に広がり、厚さは22～ 80cmである。炭粒が混入する。

Ic層は近世以降の旧河川堆積土で、主に灰色もしくは暗黄灰色粘土質ロームなどに灰色の砂・炭

粒が混入していた。Tlか らT52に分布し、厚さは浅いところ (T41～ T52)で 20～ 50cm、 深いと

ころ (Tl～ T40)では1.2m以上になる。

Ⅱ層は中世の遺物包含層である。主に褐灰色シル ト、暗灰黄色粘土質ロームで、炭粒が混入してい

た。T53か らT56に分布し、厚さは40～ 50cmである。この層の中ほどで、噴砂が水平方向に堆積す

るところがある。

Ⅲ層は中世の遺構検出面である。主に灰色砂質ロー

ムで、Ⅱ層と同じくT53か らT56に分布 し、深さは

40cmである。

V層は Ic層の浅いところの直下にあり、T4か ら

T48が灰色シル ト質ローム、T48か らT52が礫であ

る。

-5-
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(3)ト レンチの調査状況

Tl 層序はIaolb・ Ic層。遺構・遺物なし。

T2 層序は Ia・ Ib・ I ctto tt b層 にコンクリートブロックが入っている。遺構・遺物なし。

T3 層序は Ia・ Ib・ Ic層。遺構・遺物なし。

T4 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構 。遺物なし。

T5 層序は Ia・ Ib・ I ctto l b層にコンクリートブロックが入っている。遺構 。遺物なし。

T6 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構・遺物なし。

T7 層序はIaolb・ I ctt。 遺構・遺物なし。

T8 層序は Ia・ Ib・ Ic層。遺構・遺物なし。

T9 層序は Ia・ Ibolc層 。遺構 。遺物なし。

T10 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構・遺物なし。

T ll 層序は Ia・ Ib・ Ic層。遺構 。遺物なし。

T12 層序は Ia・ Ib・ Ic層。遺構・遺物なし。

T13 層序はIaolb・ Ic層。遺構 。遺物なし。

T14 層序は Ia・ Ib・ I ctto l b層の問から近代の溝を検出した。

T15 層序は Iよ 。I b o l ctto l b層の間から近代の溝を検出した。

T16 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構なし。 Ib層から近代陶器が出土。

T17 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構なし。 Ib層から近代磁器、 Ic層から越中瀬戸が出土。

T18 層序は Ia・ Ib・ Ic層。遺構なし。 Ib層から近代陶器が出土。

T19 層序は Ia・ Ibolc層 。遺構・遺物なし。

T20 層序は Ia・ Ib・ I ctto l b層の間から近代の溝を検出した。

T21 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構なし。 Ic層から珠洲が出土。

全域 晴 牙 ツ
~ノ
掏 巴  (Z OYjrし ,        TrIェ 真 ロ ー ム

暗灰黄色    (25Y4/2)       シル ト

同      (2 5YS/2,2 SY4/2)   粘土質ローム
黄灰色     (25Y4/1)       ローム

同      (25Y91)        シル ト

同      (25Y5/1,25Y4/1)   粘上質ローム

オリーブ褐色  (25Y4/3)       シル ト

同      (25Y4/3)       粘上質ローム

褐灰色     (10YR411)      シル ト

黒掲色     (25Y3/2)       シル ト

灰色      (6Y4/1)        シル ト質ローム

反昔褐負    rloYR4/2ヽ        シル ト

土
ヽ
作
“
耕

「59｀

TSI

暗灰黄色    (25Y4/2)        砂質ローム

同       (25Y4/2)         シル ト

同      (25Y4/2)        粘土質ローム

黄灰色     (25Y5/1,26Y4/1)    シル ト
同      (25Y4/1)        粘土質ローム

掲灰色     

“

OYR4/1)       ローム

同      (10YR4/1)        シ)レ ト

同      10YR4/1)       粘土賀ローム
匠喜      `RY呉 ′1ヽ          4rf+

層
口
含
甲
包

肛

T駁

色ブ一

色
　
　
　
　
リ

灰

色

同

同

オ

貢

灰

　

　

反

25Y5/1)        砂

5Y6/1)        砂

5Y5/1,5Y4/1)     砂質ローム
5Y4/1)        ンル ト質ローム

5Y4/2】           砂

遺構面

Tl～

T4(

暗灰責色     (25Y5/2,25Y4/2)   シル ト
黄灰色     (25Y6/1,25Y4/1)   粘土質ローム

オリーブ黒色   (5Y3/1,5Y212)     ンル ト質ローム
同      (75Y3/2,SY3/2)    シル ト

同      (5Y3/2)       粘土質ローム

黒褐色     (25Y3/2)       シル ト質ローム

灰色       (75Y4/1,5Y6/1,5Y4/1) シル ト質ローム
同        (5Y5/1,6Y4/1,10Y4/1)  シル ト
同      (5Y5/1,5Y411)     粘土質ローム

現ヽ

水田床土

T4～
T5Z 色

同

同

曝
灰 (5Y5/1)     砂

(5Y5/1,5Y4/1)     砂質コーム
(5Y5/1)         シジレト

地 凹

Ic ¬ ～
T5`

晴オリーブ灰色  (2 5GY4/1)      砂
暗灰黄色    (25Y5/2,25Y4/2)   シル ト
同      (25Y5/2,25Y4/2)   粘土賀ローム

黄灰色     (25Y5/1,25Y4/1)   砂質ローム
同       (25Y5/1,25Y4/1)    シル ト
同      (25Y5/1,25Y4/1)   粘土質ローム
オリーブ褐色  (25Y4/3)       粘土賀ローム
オリーブ黒色  (5Y3/1)        シル ト

同      
“

oY3/1,5Y3/2)    粘土質ローム
灰色      『 5Y41115Y611.5Y41iJOⅦ lJOY411 砂
同      PSYSll,75Y4116YS11,5Y41lJOY51〕 砂質ローム

同      (75Y5/1)       シル ト質ローム

同     175Y5/1,5おれ,5Y4/110Y5/1)シ ル ト
同      75Y511,75Y411.5Y511,5Y4rl)粘 土質日―ム
灰黄掲色    (10YR5/2,10YR4/2)  粘土質ローム
灰オリーブ色  (5Y4/2)        シル ト

同      (5Y5/2,SY4/2)     粘上質ローム
反褐色     `7 5VR5/2】       給土暫ローム

堆積土

第3表  NEJ-10基 本層序観察表
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T22 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構なし。 Ib層から近世陶磁器・珠洲、 Ic層から土師器が

出土。

T23 層序は Iaolb・ Ic層。遺構・遺物なし。

T24 層序は Ia・ ェb・ Ic層。遺構・遺物なし。

T25 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構・遺物なし。

T26 層序は Ia・ Ib・ Ic層。遺構なし。 tt a層から越中瀬戸が出土。

T27 層序は Ia・ Ib・ Ic層。遺構なし。暗渠の埋土から近世陶磁器が出土。

T28 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構・遺物なし。

T29 層序は Ia・ Ibolc層 。遺構・遺物なし。

T30 層序はIaolb・ Ic層。遺構・遺物なし。

T31 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構・遺物なし。

T32 層序は Iao lbo lctt。 遺構・遺物なし。

T33 層序はIaolb・ Ic層。遺構なし。 I層から近世陶器が出土。

T34 層序は Ia・ Ib・ Ic層。遺構・遺物なし。

T35 層序は Iao lbo lctt。 遺構なし。 I層から肥前系磁器が出土。

T36 層序は Ia・ I b o l ctt。 遺構・遺物なし。

T37 層序は Ia・ I b o l ctt。 遺構・遺物なし。
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T38 層序はIaolb・ I ctt。 遺構・遺物なし。

T39 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構・遺物なし。

T40 層序は Iao lbo lctt。 遺構 。遺物なし。

T41 層序は Ia・ Ib・ Ic・ Vtt。 埋没旧河道の肩を確認。遺構 。遺物なし。

T42 層序は Ia・ Ic,Vtt。 2本の埋没旧河道の肩を確認。遺構なし。 Ic層から珠洲・土師

器、排土から須恵器が出土。

T43 層序は Ia・ Ib・ Ic・ Vtt。 2本の埋没旧河道の肩を確認。遺構・遺物なし。

T44 層序は Ia・ Ic・ V層。 2本の埋没旧河道の肩を確認。遺構 。遺物なし。

T45 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構なし。 Ic層から土師器が出土。

T46 層序は Ia・ I ctt。 遺構なしc lc層から土師器が出土。

T47 層序は Ia・ Ic・ V層。埋没旧河道の肩を確認。遺構なし。 Ic層から土師器が出土。

T48 層序は Ia・ Ic・ V層 (礫 )。 埋没旧河道の肩を確認。遺構なし。I層から近世陶磁器が出土。

T49 層序は Ia・ Ic・ V層 (礫 )。 埋没旧河道の肩を確認。遺構・遺物なし。

T50 層序はIaolc・ V層 (礫 )。 埋没旧河道の肩を確認。遺構なし。 I層から越中瀬戸が出土。

T51 層序は Ia・ IcoV層 (礫 )。 遺構・遺物なし。

T52 層序は Ia・ Ic・ V層 (礫 )。 遺構・遺物なし。

T53 層序はIaoⅡ oⅢ層。Ia層に撹乱がある。Ⅲ層面で清 2条を検出。一条は東西に流れる幅

約0.5mの溝で中世土師器 2枚が隣接して出土。もう一条は南北に流れる幅約 12.5mの溝で T54・ 55

の清とつながる。 Ia層から近世陶磁器、Ⅱ層から中世土師器・珠洲 。銅銭が出土。鋼銭は赤錆のた

め枚数・種類が確認できなかったが、周囲の土が黒く腐食しており、容器に納められていたものと考

えられる。

T54 層序は IoⅡ ・Ⅲ層。Ⅲ層面より幅約 17mの溝 1条を検出。 T53・ 55の溝とつながる。Ⅱ層
から中世土師器・珠洲・土錘が出土。

T55 層序は I・ Ⅱ・Шtto Ⅲ層面より幅約 7mの溝 1条 を検出。 T53・ 54の溝とつながる。溝直

上から銅銭10枚が出土。T53の銅銭の出土状況と同様で、容器に納められていたものと考えられる。

T56 層序は I・ Ⅲ・Ⅲ層。Ⅱ層に撹乱がある。遺構・遺物なし。 (深堀 )

(4)出土遺物  (第 7図 。写真図版 6)

遺物の出土量は全体的に少なく、図化可能な遺物の多くがT52～ 55で出土しており、埋没旧河道

であるTl～ 50での出土はあまりない。また、包含層 (Ⅲ 層)。 遺構内からの出土は少なく、耕作

土 (Ia・ b層 )。 旧河川堆積土 (Ic層 )か らの出上が多い。ほとんどが近世 (1～ 4)。 中世

(5～ 17)に属する遺物で、わずかに古代のものが出土している。

近世 1・ 2は肥前陶器で陶胎染付椀である。時期は17世紀後半から18世紀にかけてのものである

〔大橋 1988〕。 1は二次被熱を受けて釉薬がとんでいる。 1は T14、 2は T29の包含層より出土。

3・ 4は越中瀬戸である。 3は天目茶椀で内外面に鉄釉が施されている。高台は削り出しとなる。

T17の包合層より出土。 4は皿で、口縁部内外面に灰釉が施される。口径13.6cmを 計る。T50の包

合層出土。

その他、肥前陶磁器、越中丸山などや時期不明の陶磁器が少量出土している。

中世 5～ 9は中世土師器である。 5～ 7はロクロ成形で、13世紀後半から14世紀頃 〔越前 1996〕

のものと考えられる。 5は口径9.9cm、 器高 1.95cm、 底径5.15cmを 計る。 6は口径 10。 2cm、 器高 2

-9-



cm、 底径 6。9cmを計る。 7は口径 10cm、 器高 2.2cm、 底径 4.65cmを計る。ともに体部は丸みを帯び

て立ち上がり、底部には回転糸切 り痕がある。 T53よ りほぼ完形で出土 しており、 5は包含層、

6・ 7は遺構内より隣接して出土した。 8・ 9は非ロクロ成形で、13～ 14世紀頃 〔越前 1996〕 のも

のと考えられる。8は画径8.8cmを 計り、調整は磨滅が甚だしく不明である。T53の包含層より出上。

9は口径■.8cmを計り、調整は口縁部にココナデ、内面見込みに一方向のナデが施される。T54の

包含層より出土。

10は珠洲の甕である。T54の包含層より出土。珠洲Ⅲ・Ⅳ期 (13世紀中頃から14世紀後半)〔吉岡

1994〕 の時期に属する。

■は土錘の破片である。T54の包含層より出土。

12～ 17は銅銭である。T55の遺構直上より出土。合計10枚 (開元通費 1・ 天聖通費 1・ 元前通費

3。 洪武通費 2・ 永楽通費 2・ 判読不能 1)が容器に納められ、一括で出土している。12は開元通費

(唐 。621年初鋳)である。13は天聖元賓 (北宋 。1023年初鋳)の祭書である。14・ 15は元前通費

(北宋 。1086年初鋳)で、14は行書、15は祭書である。16は洪武通費 (明 。1368年初鋳)である。

17は永楽通費 (明 。1408年初鋳)である 〔永井 1994〕。すべて背面は無文である。

18は土師器の台付皿もしくは盤になる。口径は21.2cmを計る。時期は不明。T47の包含層より出土。

その他、古代では須恵器の体部破片が 1点のみ出上しているが、器種は不明である。   (平 井)
(5)小括

Tl～ 50は埋没旧河道となり、T41～ 44、 T47～ 50で河道の肩を確認した。地表から最大 2m掘

り下げても底面の確認はできなかった。また、試掘調査対象地の北側は標高が低く、この部分も埋没

旧河道になると考えられる。
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第7図 NEJ-10出 土遺物実測図 (1～ ■ 。18 1:4,12～ 17
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遺構はT53～ 55に かけて幅約 7～ 17mの溝 1条 と、T53で幅約0.5mの溝 1条をⅢ層上面で検出

した。

遺物は主に中 。近世に属するものが出土している。出土量は全体的に少ないが、T50～ 55か ら中

世に属するものが比較的多く出土している。ほとんどが包含層 (Ⅱ 層)の出土となるが、遺構内から

の出土は 2枚の中世土師器 (13世紀後半から14世紀)がある。

以上、出土土器・遺構の検出状況から遺跡は、中世の集落の縁辺部に当たると考えられる。遺跡の

時期は包含層・遺構内出上の土器から13世紀から15世紀頃と推定できる。遺跡範囲はT51～ 56を合

む 2本の埋没旧河道に挟まれた部分である。延長約84m。 幅60mの約 5,040ド となる。遺跡の名称は

NE」 -10を改め、付近の字名を採り新規に手洗野赤浦遺跡とした。 (平井 )

4 NEJ-11の 調査

(1)調査対象地

調査対象地は高岡市国吉 (岩坪)地内に位置し、延長約 780m。 幅約60m、 面積約46,800ド である。

西側約500mに西山丘陵、東側約700mに小矢部川が存在する。NE」 -10の北端からは約 175m離

れる。東大寺領荘園「須加村墾田地」比定箇所が含まれる。現況は水田・畑地である。現在の標高は

南で約7,6m、 北で約5.6mと なる。42ト レンチ以北は大きく下がり、南側との比高差は約 2mと なる。

また中央部は段丘が張り出し、標高約 9m、 東側水田面との比高差は約 1.5mである。

試掘 トレンチは南側より1ト レンチとし、計62ト レンチを設定した。 (中野 )

(2)基本層序  (第 8図・第 4表 )

Ia層は現代の耕作上である。ほぼ全域に広がり、厚さは 8～ 25cmである。

Ib層は現代の水田床土である。ほぼ全域に広がり、厚さは10～ 85clnである。

Ic層は近世以降の旧河川堆積上である。Tlか らT■、T13・ 14に分布 し、厚さは深いところ
で155cm以上である。T■ ～15では、埋没旧河道の肩を検出している。

Ⅱa層は無遺物層である。T44か らT62に分布し、厚さは15～ 30cmである。この層の中ほどで、

噴砂が水平方向に堆積するところがある。

Ⅱb層は中世の遺物包含層である。主に灰色粘土質ロームで庚粒が混入している。T12か らT43

にかけて分布し、厚さは10～ 42cmである。

Ⅲ a層上面は中世の遺構検出面である。黄灰色もしくは暗灰黄色粘土質ロームで、炭粒が混入し、

植栽痕が観察できた。また、この層は古代の遺物包含層でもある。T17か らT351こ かけて分布 し、

厚さは10～ 30cmである。

Ⅲb層は無遺物層である。灰色シル トで、植

栽痕が観察できた。T36か らT53に かけて分

布 し、厚さは20～ 65cmで ある。この層の上面

で、噴砂が水平方向に堆積するところがある。

Ⅲ c層 もIc層同様に旧河川堆積上で、T42

からT62ま で分布し、厚さは60cm以上である。

Ⅳ層は古代の遺構検出面である。暗灰黄色シ

ル トもしくは灰黄色粘土質ロームで、T■ か

らT34に かけて分布 しており、厚 さは 15～

50cmである。 第8図  NEJ-11基 本層序模式図
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V層は地山で、主にオリーブ灰色砂である。T12か らT34にかけて分布している。   (深 堀 )

(3)ト レンチの調査状況

Tl 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構・遺物なし。

T2 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構なし。Ib層から近世陶磁器、Ic層から中世土師器が出土。

T3 層序はIaolb・ I ctt。 遺構なし。 Ic層から中世土師器が出土。

T4 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構なし。 Ia層と排土から近世陶磁器が出土。

T5 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構なし。 Ic層から近世陶磁器 。中世土師器が出土。

T6 層序は Iaolb・ Ic層。遺構なし。 tt b層から弥生土器、 Ic層から弥生土器・土師器が

出土。

Tフ  層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構なし。 Ic層から近世陶磁器が出土。

T8 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構なし。 Ic層から月巴前系磁器が出土。

T9 層序は Ia・ Ib・ I ctt。 遺構なし。 Ic層から土師器が出土。

T10 層序はIaolb・ I ctt。 遺構なし。 Ic層から土師器が出土。

T ll 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb・ Ⅳ層。Ⅳ層面で埋没旧河道の肩を検出する。遺構・遺物なし。

T12 層序は Ia・ Ib・ ⅡboⅣ層。遺構・遺物なし。

T13 層序は I占 ・ Ib・ Ⅱb・ Ⅳ層。Ⅳ層面で埋没旧河道の肩を検出する。遺構・遺物なし。

T14 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb・ Ⅳ層。Ⅳ層面で埋没旧河道の肩を検出する。遺構 。遺物なし。

T15 層序は Ia・ Ib・ Ⅲb・ Ⅳ層。Ⅳ層面で埋没旧河道の肩を検出する。遺構 。遺物なし。

T16 層序は Ia・ I btt。 遺構 。遺物なし。

T17 層序はIaolb・ Ⅱb・ Ⅲ a・ Ⅳ層。遺構なし。 Ib層から土師器が出上。

T18 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb・ 皿 a・ Ⅳ層。深掘り部分からV層を確認した。遺構なし。Ⅲ a層か

ら古代の土師器が出土。

T19 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb・ Ⅲ a・ Ⅳ層。遺構なし。皿 a層から古代の土師器が出土。

T20 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb・ Ⅲ a・ Ⅳ層。深掘り部分からV層を確認した。遺構なし。Ⅱb層か

ら古代の上師器が出土。

T21 層序は Ia・ Ib。 皿 a・ Ⅳ層。遺構なし。 Ib層とⅢ a層から古代の土師器が出土。

土色・ 質

壁螂 明黄褐 色    (HOYR6/6)         ンル ト

灰色      (5V4/1)        砂 質 ローム

同      (5V4/1,5Y5/1)       シジレト

オリーブ黒色  (5V9′ 2)        シル ト

黄反色     (25Y4/1)        シル ト質ローム

同      (25Y4/1)         シジレト

暗灰黄色   (25Y4/2)        砂質ローム

同       (25Y4/2)           シ
'レ

ト

同      (25Y4/2)        粘土質ローム

現代

耕作土

灰賀掲色   いOYR4/2)       砂策ローム
灰色     

“

OYS/1)        砂
同      (5YS/1)          シジレト

同      (10Y4/1,10Y5/1,75Y4/1) 粘上質 ローム

オリーブ黒色  (10Y3/1)        シル ト質ローム

同      (5Y3/2)           シ
'レ

ト

「２．靱
勝
鞭

灰色      (5Y4′ 1)        砂 質 ローム

同      (5Y4/1)          シル ト

同      (5Y4/1,5Y5/175Y5/1)  粘土 質 ローム

黒褐色     (25Y3/2)        粘土 質 ローム

晴反黄 色    (25Y4/2,25Y5/2)    粘土 賀 ローム

暗 オ リー ブ掲色 (2 5Ve/3)        粘土 質 ローム

中世包含唐

眸
円
眸
脱

灰色      (75Y5/1)        砂 質 ローム

同      (10V4/1,SV5/1,75Y4/1) シル ト賓 ローム

同      (5Y4/1,5Y5/1,75V4/1)   シル ト
同      (75Y4/1,75Y5/1,10Y4/1,5V4/1)粘 土 質 ローム

種 色       (7 5YR6/6)         ンル ト

黒掲 色     (25Y8/1,25Y3/2)    ンル ト

同      (25Y3/1)        粘土 質 ローム

黄 灰色     (2 5YS/1)        砂

同      (25Y471)         ンル ト

同      (25Y4/1)        粘上 質 ローム

黄掲 色     (2 SYS/3)        砂 質 ローム

同      (2 5YS/3)        ンル ト質 ローム

増灰黄色    (2 5YS/2)        砂 質 ローム

同      (25Y4/2)         シル ト

同      イ2 SY4/2Ⅲ         粘土質 ローム

現代

水 劇床土

確
四
貯
瑯

黄灰 色     (25Y4/1,25Y5/1)    粕主 geロ ーム

暗灰黄 色    (25Y4/2,25Y5/2)    粘土 質 ローム

古代包含層

灰色       (5Y5/1,7 5YS/1)       ンル ト
にぶ い黄色   (25Y6/3)        砂

向      (25Y6/4)          粘 土

灰色      (5Y5/1)        ンル ト質 ローム

同      (76Y5/1)         ンジレト

川

＋

河

舞

日

と

灰責色     (25Y6/2)        禍 主要 ローム

黄掲色     (25Y5/3)        粘土質 ローム

暗灰黄色    (25Y5/2)        ンル ト

同      (25Y5/2)        粘土質 ローム

占代 逢構面

ム
　

　

ト

一　
土

ル

砂

口

粘

シ色質

色

同

同

灰

灰

　

　

　

暗

(10Y4/1,10Y5/1)

(7 SY4/1)

(SY4/1)

(2 SY4/2)

川

土

河

積

旧

雑 オリーフ灰色  (2 5GYS/1
同      (2 5GY571
同      (2 SGYS/1
暗オリーブ反色 イ2 5GY4/1

ンル ト質ローム

ン
'レ

ト

砂

咆山

第4表 NEJ-11基 本層序観察表

-12-



仝

!I

＼

~ミ
奪華

e   、

ギ
・ヽ♂】・『
〕一＝一

□ 調査対象範囲 IIII遺跡範囲 (重層)

□ 遺跡範囲 (単層)

第9図  NEJ-11ト レンチの位置 (1:2,000)

-13-

9            呈0           刊90m



T22 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb・ Ⅲ a・ Ⅳ層。深掘り部分からV層 も確認した。遺構なし。Ib層か

ら越中瀬戸、Ⅱb層とⅢa層から古代の上師器が出土。

T23 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb・ Ⅲ a・ Ⅳ層。 トレンチ西端は撹苦しをうけている。遺構なし。Ⅲa層

から古代の土師器が出土。

T24 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb・ Ⅳ層。 トレンチ中央の一部が撹苦しを受けている。遺構・遺物なし。
T25 1a層 の下に Ib層が1.5m以上堆積する。 トレンチ中央から東側は撹乱を受けている。遺構
。遺物なし。

T26 1a・ Ib層の下に撹乱土がある。 トレンチ全面が撹乱を受けている。遺構・遺物なし。
T27 1a・ Ib層の下に撹乱上がある。トレンチの東端にのみⅢ a層 とⅣ層が堆積するほかは撹乱

を受けている。遺構なし。 Ib層から越中瀬戸・瀬戸 。中世土師器・古代の上師器が出土。

T28 層序はIaolb・ Ⅲ a・ Ⅳ層。トレンチ中央部の一部が撹乱を受けている。遺構なし。Ia

層から肥前磁器、 Ib層から珠洲・古代の土師器、Ⅳ層上面から古代の土師器が出土。

T29 層序は Ia・ Ib・ ⅡboⅢ aoⅣ層。深掘り部分からV層 も確認した。遺構なし。Ib層か

ら越中瀬戸、Ⅱb層とⅢa層から古代の土師器が出土。

T30 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb・ Ⅲ a・ Ⅳ層。遺構はⅢa層上面で幅40cmの溝 1条、直径 1.6mの上

坑 1基、直径 25ιmの小穴 1基を検出。遺物は溝内から古代の上師器、Ⅱb層から珠洲 。中国製白

磁・古代の土師器が出土。

T31 層序は Ia・ Ib・ ⅡboⅢ a・ Ⅳ層。遺構はⅢ a層上面で幅20cmの溝 1条を検出。Ⅱb層

から珠洲 。中世土師器が出土。

T32 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb・ ⅢaoⅣ層。Ⅲ a層上面で トレンチ東端に清 (谷)の肩を検出。
Ⅱb層から古代の土師器が出土。

T33 層序は Ia・ Ib・ ⅡboⅢ a・ Ⅳ層c tta層上面で トレンチ東端に溝 (谷 )の肩、西端に幅

約20cmの溝 1条を検出。Ⅱb層から古代の上師器が出土。

T34 層序は Ia・ Ib・ Ⅱ b・ ⅢaoⅣ層。Ⅲ a層上面で トレンチ東端に溝 (谷)の肩を検出。

Ib層から珠洲・古代の土師器、Ⅱb層から珠洲・古代の土師器が出土。

T35 層序は I・ Ⅲ層。遺構なし。I層から土師器 。中世土師器・珠洲・越中瀬戸 。近世陶磁器が出土。
T36 層序は IoⅡ b・ Ⅲb層。遺構はⅢa層上面で、幅約 1.5mの溝 1条を検出。T37の溝へ続く。
I層から須恵器 。中世土師器・珠洲・越中瀬戸 。肥前磁器、Ⅱ層から須恵器・中世土師器・珠洲が出

土。特に珠洲の破片が多く出土している。

T37 層序は I・ Ⅱb・ Ⅲb層。遺構は皿 a層上面で溝 2条と直径60cmの土坑 1基を検出。そのう

ち幅約 1.8mの溝はT36よ り続き、東西方向に流れる。もう一条は調査区端から検出され、幅は不明。

Ⅲb層から須恵器 。土師器 。中世土師器・珠洲が出土。特に珠洲の破片が多く出上している。

T38 層序は I・ Ⅲ・皿層。遺構は皿 a層上面で溝 2条、直径20cm前後の小穴 6基を検出。そのう

ち幅約2.8mの溝 1条はT39の溝へ続く。もう一条の溝は調査区端で検出され、幅は不明。 I層から

越中瀬戸 。近世陶磁器、Ⅱ層から須恵器・土師器・中世土師器・珠洲が出土。特に珠洲の破片が多く

出土している。

T39 層序は I・ Ⅱ・Ⅲ層。遺構はⅢ a層上面で、T38よ り続く幅約2.5mの清 1条、直径80cmの

上坑 1基、10～ 30cmの小穴■基を検出。溝内から青磁、Ⅱ層から土師器・内黒土師器 。中世土

師器・珠洲が出土。

-14-



T40 層序は I・ 皿層。遺構面の直上が耕作土である。遺構はⅢ a層上面で幅20cmの T字状の溝 1

条、直径20cln前後の小穴 2基を検出。 I層から土師器・珠漸W。 近世陶磁器・砥石片が出土。

T41 層序は I・ Ⅲ層。遺構なし。 I層から土師器・珠洲・肥前磁器が出土。
T42 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb。 皿 b層。ここから北の トレンチは埋没旧河道である。現況の標高
はT41か ら3m下がる。遺構なし。 Ib層から近世陶磁器・土師器、Ⅱb層から土師器が出土。

T43 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb・ 皿 b tt。 遺構なし。Ⅱb層から土師器が出土。
T44 層序は Ia・ Ib・ Ⅱa・ 皿 b・ Ⅲ ctt。 遺構なし。 Ia層から須恵器が出土。
T45 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb。 皿 b tt。 遺構・遺物なし。なお、隣接地から須恵器を表採した。
T46 層序は二aolb・ Ⅱb・ 皿 b tt。 遺構なし。 Ib層から土師器が出土。
T47 層序はIaolboⅡ b・ 皿 b tt。 遺構・遺物なし。
T48 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb・ Ⅲ btt。 遺構・遺物なし。

T49 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb・ 皿 b tt。 遺構・遺物なし。          ,

T50 層序は Ia・ IboⅡ b・ Ⅲ btt。 遺構・遺物なし。
T51 層序は Ia・ Ib・ Ⅱb・ Ⅲb層。遺構なし。 Ib層から近代磁器が出土。
T52層 序は Ia・ Ib・ Ⅱb・ Ⅲ btt。 トレンチの中心から東に向かって一段下がった地形にな
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っており、ここより北の トレンチではこの地形が続く。遺構 。遺物なし。

T53層 序は Ia・ Ib・ Ⅱ a o Ⅲ ctt。 トレンチの西端 5m付近から一段下がった地形になって

いる。遺構 。遺物なし。

T54層 序は Ia・ Ib・ Ⅱa層。遺構なし。Ⅱa層から越中瀬戸が出土。

T55層 序は Ia・ Ib・ Ⅱa層。東端に深さlm以上の撹乱がある。遺構なし。 Ib層から越中

瀬戸が出土。

T56 層序は Ia・ Ib・ Ⅱa層。 Ib層の間に近現代の清 2条がある。遺物なし。

T57 層序は Ia・ Ib・ Ⅱ att。 遺構なし。 Ib層から京焼系陶器が出土。

T58 層序は Ia・ Ib・ Ⅱa層。遺構なし。Ⅱa層から肥前系磁器が出土。

T59 層序は Ia・ Ib・ Ⅱa層。遺構なし。 Ib層から肥前系磁器が出土。

T60 層序は Ia・ Ib・ Ⅱa層。遺構 。遺物なし。

T61 層序は Ia・ Ib・ Ⅱ att。 遺構・遺物なし。

T62 層序は Ia・ Ib・ Ⅱ att。 遺構・遺物なし。 (深堀 )

(4)出土遺物  (第■図・写真図版 9)

遺物は近世陶磁器、中世土師器 。珠洲・瀬戸美濃・輸入陶磁器、土師器・須恵器、弥生土器、土錘

が出上した。

近世 1～ 8は近世陶磁器。 1は志野釉の唐津椀。 2は京焼系の椀。 3は内面に刷毛目を施した唐津

の皿。 4は越中瀬戸の天目椀。 5～ 7は越中瀬戸の皿。 8は越中瀬戸の橋鉢である。 1は T35、 2は

T57、 3は T3、 4は T37、 5は T38、 6は T27、 7は T30、 8は T38か ら出上したと近世陶磁器

は調査対象地内全体から出土しているが、大部分が I層からである。

中世 9～ 15は中世の遺物である。9は非ロクロの中世土師器。13～ 14世紀のものである 〔越前

1996〕。10は龍泉窯系の青磁碗。見込みに文様が施される。T39の清から出土した。11～ 15は珠洲。

■・12は壷、13・ 14は鉢、15は揺鉢。時期はI～ Ⅱ期である 〔吉岡1994〕。なお、図示していない

７
２０Ｃｍ

＼
(≡≡こ堅≧王三三テ互

ラ〃角8

17

第11図  NEJ-11出 土遺物実測図 (1:4)
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が、底部に墨痕が残る珠洲がT39か ら出上した。 9は T31、 ■はT38、 12は T36、 13は T38、 14は

T34、 15は T36か ら出土した。中世の遺物はⅡb層を中心に出土している。

古代 16～ 18は古代の遺物。16は須恵器の壷。17は須恵器の杯蓋で、 9世紀頃のものである 〔池野

1996〕。18は土師器の椀。成形はロクロナデ、底部は回転糸切りである。10世紀末から■世紀初め頃

のものである 〔出越 1997〕。16は T37、 18は T29か ら出土した。17は T45隣接地からの表採である。

古代の遺物はⅢb層からも出土するが、Ⅲa層を中心に出土している。

その他、19は弥生土器壷である。終末期のものと考えられる。T6の埋没旧河道から出土しており、

表面は磨耗している。20は土錘である。T31か ら出土した。表面は著しく摩耗している。  (中野)

(5)小括

調査の結果、調査対象地の中央で、古代から中世の遺跡の広がりを確認した。T17か らT291こ は

中世の遺物包含層と古代の遺物包含層、T30か らT34に は中世の遺構検出面と古代の遺物包含層、

T35か らT41には中世の遺構面が存在している。またT■ からT15で埋没旧河道の肩を確認し、旧

河ナ|1堆積土の分布から、Tlか らT16、 およびT42か らT62は埋没旧河道であることを確認した。

なおT23か らT281こかけては、部分的に撹乱を受けている。

以下、上層と下層に分けてまとめてみる。

上層 上層の遺構はT30か らT34、 T36か らT40の Ⅲa層上面で確認した。遺構は溝、土坑、小京
である。特にT38。 39・ 40に は柱穴かと考えられる小穴を検出しており、建物が存在し、集落が立

地する可能性がある。またT32か らT34の東では溝 (谷 ?)の肩が検出されている。遺物は、遺物

包含層であるⅡb層から須恵器 。中世土師器 。珠洲などが多数出上している。T17からT23にかけ

ては、遺構 。遺物ともに検出されなかったが、遺構検出面であるⅢa層が同様に広がっており、遺構

がある可能性が考えられる。また、プラント・オパール分析の結果から、Ⅱb層に水田が立地する可

能性が指摘されたので、中世以降の水田があると考えられる。

下層 下層の遺構は検出していないが、T17か らT34にかけて、遺物包含層である皿a層から古代
の土師器が出土している。プラント・オパール分析の結果、Ⅳ層面に水田が立地していた可能性が高

いことが確認された。Ⅲa層からの遺物の出土とあわせて、Ⅳ層面を遺構面として、古代以前の水田

が存在する可能性が考えられる。古代以前の水田があるとすれば、今回の調査対象地付近は東大寺領

荘園「須加村墾田地」に比定されているので、これと同時期の水田となり、両者の関係を考えなけれ

ばならないだろう。

以上の結果から、遺跡の範囲は埋没旧河道に挟まれたT17か らT41であると考えられる。調査対

象地内の遺跡面積は、延長約333m・ 幅約60mで約 19,980ぽである。また、古代と中世の 2面が重な

っている範囲の面積は約12,220ごである。延べ面積は約32,200ド となる。遺跡の名称はNE」 ―■を

改め、付近の字名から新たに岩坪岡田島遺跡とした。 (深堀 )
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Ⅳ プラント・オパール分析
株式会社 古環境研究所

1.は じめに

植物珪酸体は、ガラスの主成分である珪酸 (Si0 2)が 植物の細胞内に蓄積したものであり、植物

が枯死した後も微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。プラント・

オパール (植物珪酸体)分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出し、その組成や量を明らかにす

る方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用さ

れている。

この調査は、NE」 ―■埋蔵文化財包蔵地 (能越自動車道建設路線)において、発掘調査に先立

ち埋蔵水田跡の探査を目的にプラント・オパール分析を行ったものである。

2.試料

調査地点は、調査区内に掘削された試掘坑および トレンチであり、南西側より順に設定された配 1

～配28の計28地点である (図 1)。 調査区の基本土層は、上位より暗灰黄色粘土およびオリーブ黒色

シル ト (Ia層 ,現水田)、 灰色粘土および橙色シル ト (Ib層 ,客土 )、 青灰～灰色シル ト (Ic層 )、

灰色粘質土 (Ⅱ a層 )、 暗灰黄色～黒褐色粘質土 (Ⅱ b層 )、 黄灰色粘質土 (Ⅲ a層 )、 灰色シル ト

(Ⅲ b層 )、 灰黄色粘質土 (Ⅳ層 )、 オリーブ灰色砂 (V層 )である。分析試料は、各地点とも試掘坑

および トレンチの壁面より採取された。分析試料の一覧を第5表に示す。

3.分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパ=ル定量分析法 (藤原 ,1976)」 をもとに、

次の手順で行った。

1)試料土の絶乾 (105℃ 。24時間)

2)試料土約 lgを秤量、ガラスビーズ添加 (直径約40μ m,約 0.02g)

地点 試料 地点 試料

配 l  la層 ,Ib層 ,Ic層上中下 3点
配 2  1a層 上下 2点 ,Ib層上中下 3点 ,Ic
層上下 2点

配 3  1a層 ,Ib層上下 2点 ,Ic層上中下 3
点

配 4  1b層 上下 2点 ,Ic層上中下 3点
配 5  1b層 上下 2点 ,Ic層上中下 3点
比 6  1c層 上～下 4点
配 7  1a層 ,Ib層 ,Ⅱ b層 ,Ⅳ層上下 2点
配 8  1b層 上中下 3点 ,Ⅱ b層 ,Ⅲ a層
配 9  1b層 ,Ⅱ b層 ,Ⅲ a層 ,Ⅳ層
配10  1b層 ,Ⅱ b層 ,Ⅲ a層 ,Ⅳ層
mll  lb層 ,Hb層上下 2点
配12  1b層上～下 5点
配13  1b層上～下 4点
m14  1b層 ,Ⅱ b層上～下 4点 ,Ⅳ層,V層

配15 1a層 ,Ib層 ,Ⅱ b層 ,皿 a層 ,Ⅳ層
陥16 1b層 ,Ⅱ b層上下 2点 ,皿 a層 ,Ⅳ層
血17 1a層 ,Ib層 ,Ⅱ b層上下 2点
配18 1a層 ,Ib層上下 2点 ,Ⅲ b層 ,Ⅲ b層
m19 1a層 ,Ⅱ a層 ,Ⅲ b層上中下 3点
m20 1a層 ,Ib層 ,Ⅲ a層上下 2点 ,Ⅲ b層
配21 1a層 , Ib層上中下 3点 ,Ⅲ b層上下2点
叱22 1a層 ,Ib層 ,Ⅲ a層上下 2点 ,Ⅲ b層
上下 2点

叱23 1a層 ,Ib層上下 2点 ,Ⅱ a層上下 2点
配24 1a層 上下 2点 ,Ib層 ,Ⅱ a層上下 2点
配25 1a層 ,Ib層上下 2点 ,Ⅱ a層上下 2点
叱26 1a層 ,Ib層上下 2点 ,Ⅱ a層
叱27 1a層 ,Ib層上中下 3点 ,Ⅱ a層上中下
3点

m28 1a層 ,Ib層上～下 4点 ,Ⅱ a層

第 5表 分析試料一覧
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3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W。 42KIIz・ 10分間)

5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、乾燥

6)封入剤 (オイキット)中に分散 ,プレパラート作成

7)検鏡・計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞 (葉身にのみ形成される)に由来するプラント・オパール

(以下、プラント・オパールと略す)を同定の対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガ

ラスピーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料 lg中のプラント・オパール個数 (試料 lgあたりのガラスビーズ個数

に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める)に換算して示した。

また、主要な分類群については、この値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と各植物の換算係数 (機動細

胞珪酸体 1個あたりの植物体乾童 ,単位 :10-5g)を乗じて、単位面積で層厚 l cmあ たりの植物

体生産量を算出した。換算係数は、イネは赤米、キビ族はヒエ、ヨシ属はヨシ、ウシクサ族はススキ、

タケ亜科については数種の平均値を用いた。その値は、それぞれ2,94(種実重は 1.03)、 8.40、 6.31、

1.24、 0,48である (杉山・藤原 ,1987)。

4.分析結果

採取された試料すべてにっいて分析を行った結果、イネ、ヨシ属、ウシクサ族 (ス スキ属型 )、 シ

バ属、タケ亜科のプラント・オパールが検出された。これらの分類群について定量を行い、その結果

を第6表～第7表、第13図～第17図 に示した。なお、主要な分類群については巻末に頭微鏡写真を示

した。

5.考察

(1)稲作の可能性について

プラント・オパール分析により水田跡の調査 (探査あるいは検証)を行うにあたっては、イネのプ

ラント・オパールが試料 lgあ たりおよそ5,000個以上の密度で検出された場合、そこが稲作跡であ

る可能性が高いと判断される。また、当該層においてプラント・オパール密度にピークが認められれ

ば、上層からの混入の危険性は考えにくいことから、密度が基準値に満たなくても稲作が行われてい

た可能性は高いと考えられる。これらのことを基準として以下、各層ごとに稲作の可能性について検

討を行う。なお、各地点における稲作跡の可能性を第8表にまとめる。

1)Ia層 とIb層

Ia層および Ib層では、分析を行った地点のほぼすべてからイネのプラント・オパールが高い密

度で検出されている。なお、 Ia層は現代の耕作土、 Ib層は現水田の客上であり、分析結果はこの

ことと良く符合している。

2)Ic層

Ic層は、配 1～h7地点で堆積が認められ、配 1～血 6地点において分析を行ったとその結果、

h2地点を除く各地点よリイネのプラント・オパールが検出された。このうち、L3地点と配 6地点

ではプラント・オパール密度がそれぞれ2,100個 /g、 2,600個 /gと 比較的高い値である。このことから、

両地点については Ic層 も耕作層であった可能性が考えられる。なお、血 1地点、血 4地点およびNo

5地点では1,000個 /g弱の低密度であることから、これらの地点については耕作層であった可能性が

考えられるものの、上層からの混入である危険性も否定できない。
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3)Ⅱ a層

Ⅱa層は、調査区北東部の配19地点、配 20地点、配22～ 28地点で堆積が認められた。これらの地

点について分析を行ったところ、イネのプラント・オパールは配19～配 25地点とm27地点において

検出された。このうち、地 20地点と血 22地点ではプラント・オパール密度がそれぞれ5,200個 /g、

12,400個 /gと 高い値である。また、配19地点、地24地点でも3,000個 /g前後の比較的高い密度である。

したがって、これらの地点ではla層は耕作層であった可能性が高いと考えられる。

4)Ⅱ b層

Ⅱb層は、血 7～配■地点、地14～配 18地点で堆積がみられた。これら各地点について分析を行

った結果、地 9地点、配■地点、L14～配18地点においてイネのプラント・オパールが検出された。

このうち、地 9地点、配■地点、地14地点および沌16地点では、プラント・オパール密度が3,000個

/g前後の比較的高い値である。よって、これらの地点ではⅡb層において稲作が行われていた可能

性が考えられる。

5)Ⅲ b層

Ⅲb層の堆積は、配 18～配 22地点で認められた。これら各地点について分析を行ったところ、血

18～配 21地点よリイネのプラント・オパールが検出された。プラント。オパール密度は、地19地点

では3,000個/g程度と比較的高いもののその他は低い値である。このことから、これらの地点のⅢ b

層は耕作層であった可能性が考えられるが、血 19地点以外に関しては他所からプラント・オパール

が混入したことも考えられる。

6)Ⅳ層

Ⅳ層は、配 7地点、L9地 点、血 10地点、配 14～配 16地点で堆積が認められた。イネのプラン

ト・オパールは、地 9地点、配10地点、配14地点および配16地点で検出された。このうち、血14地

点では7,000個/gと 高い密度であることから、本地点については稲作跡である可能性が高いと考えら

れる。他の地点については、密度が1,000個 /g未満と低いことから稲作の行われた可能性は考えられ

るものの、他所からの混入である危険性も否定できない。

7)Ⅲ a層 ,V層

Ⅲa層は、L8～血 10地点、地 15地点、L16地点で、V層は配 14地点で堆積が認められた。これ

らについて分析を行ったところ、イネのプラント・オパールはいずれの地点からも検出されなかった。

したがって、Ⅲa層およびV層については稲作跡である可能性は考えにくい。

(2)その他の農耕の可能性について

プラント・オパール分析で同定される分類群のうち、栽培植物が含まれるものには、イネ以外にも

オオムギ族 (ムギ類が含まれる)(ヒ エ属型 (ヒエが含まれる)、 エノコログサ属型 (ア ワが含まれる)、

ジュズダマ属型 (ハ トムギが含まれる)、 オヒシバ属型 (シ ヨクビエが含まれる)、 モロコシ属型 (モ

ロコシが含まれる)などがある。しかしながら、本遺跡ではこれらのプラント・オパールはいずれか

らも検出されておらず、稲作以外の農耕が行われていた可能性については不明である。ただし、イネ

科植物の中には未検討のものもあるため、同定できなかったものの中にも栽培種に由来するものが含

まれている可能性が考えられる。また、プラント・オパール分析で同定が可能なものは多くがイネ科

の車本植物であることから、マメ類、イモ類および野菜類などは分析の対象外である。

6.ま とめ

NE」 ―■においてプラント・オパール分析を行い、稲作跡の探査を試みた。その結果、現水田
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の下位では、配 3地点およびNQ 6地点付近の Ic層、配19～配 27地点一帯のⅡa層、血 9～配18地

点一帯のIb層、配 19地点辺りの皿 b層およびh14地点辺りのⅣ層において稲作が行われていた可

能性が認められた。                               (松 田隆二 )
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2 No.20

卜0.1万個た未満

0         1万 個/g

検出密度

卜0.lkg/�・∝未満

0          2.5kg/∬ ・cコ

推定生産曇 (主な分類群 )

卜0.lkg/∬ 'Cn来滑

0         2.5監 /∬・cコ

推定生産量 (主な分類群 )

模
式
柱
状
図

模
式
柱
状
図

一
日
田

■

“■
日

日

H

日
一

模
式
柱
状
図

卜01万個ん来滴
卜0.1万個た未満

-28-



模
式
柱

状
図

タ
ケ
亜
科

ス
ス
キ
属
型

タ
ケ
亜
科

ス
ス
キ
属
型

タ
ケ
亜
禍

シ
パ
届

ス
ス
キ
属
型

イ
ネ

タ
ケ
亜
科

ス
ス
キ
属
型

模
式
柱
状

図

タ
ケ
亜
科

ス
ス
キ
属
型

ョ
シ
属

イ
ネ

タ
ケ
亜
科

ス
ス
キ
属
型

ョ
シ
属

イ

不ヽ

タ
ケ
亜
科

ス
ス
キ
属
型

′
Ｒ
不

卜01万個/g末滴

七 11_「 個た ♀ 11_響 パ・ L

検出密度        推定生産員 (主 な分類群 )

l  No.25

ス シ

キ 属
属
型

′ｔ
不

タ
ケ
亜
科

H

口
　
　
・

ー

…

■

‐

ーE

■

卜o lkg/∬・c.未満

卜01万個た来済

0         1万 個た

検出密度

卜o lkg/∬・cH来溝

0         2.5kg/Hf・ cH

推定生産量 (主な分類群 )

0         1万 個/g  O 2 5kg/∬・cB

検出密度       推定生産量 (主な分類群 )

2 No.26

ー
日

【
一
■

●
日

田
卜01万個/g未満

0         1万 個/g  0         2.5kg/∬ c爾

検出密度       推定生産量 (主な分類群)

4 No.28
3 No.27

第17図 プラント・オパール分析結果 (5),(※ 主な分類群について表示 )
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地点 I att lb層  Ic層  Ⅱa層  Ⅱb層  Ⅲ a層  Ⅲb層  Ⅳ層  V層

No l

No 2

No 3 ○

No 4

No 5

No 6

No 7 ○

No 8

No 9

No10

Noll

Nα 12

NQ13

○ONα 14

No15 ○

No16

NQ17

NQ18

NQ19

○○No20 ○

Nα 21 ○

○NQ22 ○

No23

No24

No25 ○

No26 ○

No27 ○

No28 ○

○ :稲作跡の可能性が高い,△ :稲作跡の可能性がある,× :稲作跡の可能性は認められ
ない,一 :該当層が堆積していない

第 8表 各地点における稲作跡の可能性
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V 調査の成果と課題
1 微地形と遺跡の立地 (第 18図 ,図版 2・ 3)

今回の調査ではNE」 -10で手洗野赤浦遺跡、NEJ― ■で岩坪岡田島遺跡をそれぞれ確認した。

また旧埋没河道も5箇所確認した。遺跡と地形は、言うまでもなく密接に関係していると考えられる

が、以前はあまり発掘調査には活かされている状態とは言えなかった。近年、高橋学氏はこの点につ

いて多くの研究成果を揚げている。その手法は地形環境分析を行い、景観の変遷史を構築するという

埋弩.『漏だ聖三二>

坪岡田島遺跡

7.70m

7

7

手洗野赤浦遺跡

78.00m

匠三コ調査対象範囲 匡三]埋没旧河道

踵に観遺跡範囲  ■■1崖
0      100     200m

第 18図  NEJ-10。 NEJ-11周 辺微地形図
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ものである [高橋 1996等 ]。 ここでは能力不足

のため、高橋氏と同様に行うことはできないが、

微地形 (10cmの等高線図)を作図したものが第

18図である。これをみると 1～ 3m差の等高線

の繋がらない崖が 2カ所みられる。一体となっ

ていた崖 1と崖 2は NEJ― ■の中央やや北で

東と南に分岐している。崖 1は現在は道路、崖

2が水路でそれぞれ傾斜変換点である崖の上に

作られたと思われる。この崖は筆者の勝手な解

釈だが高橋氏の地形分類の段丘崖に当たると思

われる。崖 1の北はそのままだヽ矢部ナ||にいたり、

崖 2の西は丘陵 (急傾斜地)か平坦な面が続い

ている。このことから崖 1の北は現氾濫原面、南は完新世段丘Ⅱ面と推測しておく。高橋氏によれば

完新世段丘Ⅱ面は古代後半から中世初頭の形成とされる。今回確認した手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島

遺跡とも完新世段丘Ⅱ面上に立地することとなる。

2 須加村墾田地と遺跡 (第 19図 )

須加村の比定地は現在のところ3箇所がある [高瀬 1976・ 吉川 1996]。 いずれも小矢部川左岸の西

山丘陵沿いに位置する。Aは和田一郎氏らの比定地 [和田1959]、 Bは弥永氏らの比定地 [弥永他

1958]、 Cは木倉豊信氏と金田章裕氏 [金田1998]の比定地である。これらの比定地は前項で検討し

た地形的にみればAと Cは完新世段丘面上、Bは現氾濫原面上である。条里型土地割は完新世段丘Ⅱ

面上に残る場合が多い [高橋1996]と される。従って今回調査の岩坪岡田島遺跡を含むAと須田藤ノ

木遺跡を含む比定地では今後の発掘調査等で「須加村墾田地」の遺構が確認される可能性が高いと考

えられる。この点は、発掘調査の課題として今後に期待したい。 (岡本 )
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第19図  NEJ-10・ NEJァ 11と須加村比定地
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